
2022（令和4）年7月20日　（1）

　
コ
ロ
ナ
禍
と
経
済
不
振
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
物
価
高
、
円

安
に
加
え
、
中
国
の
軍
備
増
強
、
北
朝

鮮
の
核
の
威
嚇
な
ど
内
外
共
に
危
機
的

状
況
下
に
置
か
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、

安
倍
氏
と
い
う
政
治
家
を
失
っ
た
こ
と

は
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

自
民
党
内
に
は
、「
安
倍
氏
の
遺
志

を
継
ぐ
べ
き
」
と
の
声
は
大
き
い
。
岸

田
首
相
は
今
後
、
内
閣
改
造
、
自
民
党

役
員
改
正
、
秋
の
臨
時
国
会
、
年
末
に

か
け
て
国
家
安
全
保
障
戦
略
な
ど
３
文

書
改
定
、
来
年
度
予
算
作
成
な
ど
日
程

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
岸
田
首
相
が
岸
田

ス
タ
イ
ル
を
活
用
し
て
「
安
倍
氏
の
遺

志
」
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、
我
が
国

が
抱
え
る
課
題
を

ど
う
解
決
し
て
い

く
か
、
岸
田
首
相

の
政
権
運
営
の
力

量
が
問
わ
れ
る
。

　

今
回
の
参
院
選

の
結
果
を
踏
ま
え
、

「
尊
王
愛
国
」「
反

共
救
国
」「
保
守
団

結
」「
国
際
連
帯
」

を
運
動
方
針
に
掲

げ
る
自
由
国
民
連

合
と
し
て
は
、「
国

体
の
本
義
」に
基

づ
い
た「
和
」と「
ま

こ
と
」
の
日
本
精

神
を
復
興
さ
せ
る

と
と
も
に
、
自
立

し
た
日
本
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
憲

法
改
正
に
向
け
た

国
民
運
動
を
全
国

的
に
展
開
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

自由国民連合

豪
印
の
ク
ワ
ッ
ド
連
携
な
ど
数
々
の
実

績
を
挙
げ
て
い
る
。

　
首
相
退
任
後
は
、
菅
義
偉
首
相
、
岸

田
文
雄
首
相
に
政
権
が
移
っ
た
が
、
自

民
党
最
大
派
閥
「
清
和
政
策
研
究
会
」

（
清
和
会
、
安
倍
派
）
の
領
袖
と
し
て

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
同
時
に
、
外

国
の
要
人
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。

安
倍
氏
に
近
い
筋
に
よ
る
と
、
参
院
選

後
は
、
悲
願
の
憲
法
改
正
、
防
衛
力
の

強
化
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
、
北

方
領
土
返
還
、
皇
室
の
安
定
、
世
界
の

中
の
日
本
の
外
交
的
役
割
の
向
上
な
ど

の
課
題
の
解
決
を
図
る
専
門
家
集
団
の

独
自
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
設
立
し
、「
美

し
い
国
」
づ
く
り
に
邁
進
す
る
意
向
だ

っ
た
と
い
う
。

　
「
神
洲
日
本
建
設
」
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て
追
い
風
に
な
っ
た
と
の
見
方
だ
。

　
一
方
、
今
回
の
参
院
選
で
特
筆
す
べ

き
は
、
７
月
８
日
に
自
民
党
内
最
大

派
閥
の
領
袖
と
し
て
国
内
外
に
大
き
な

政
治
的
影
響
力
を
も
っ
た
安
倍
晋
三
元

首
相
が
遊
説
中
被
弾
し
死
亡
し
た
こ
と

だ
。
安
倍
元
首
相
に
対
し
て
心
か
ら
哀

悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

　
安
倍
氏
の
襲
撃
事
件
で
は
、
犯
行
の

動
機
、
実
態
、
背
景
は
警
察
当
局
の
捜

査
で
後
日
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
安
倍

氏
へ
の
警
護
、
警
備
体
制
の
不
備
、
杜

撰
さ
を
指
摘
し
た
い
。
元
警
護
責
任
者

ら
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
映
像
、
目

撃
者
の
証
言
な
ど
か
ら
、「
当
日
の
警

護
、
警
備
体
制
、
行
動
に
、
あ
ま
り
に

も
初
歩
的
な
不
備
が
あ
っ
た
」。
公
安

当
局
、
警
察
庁
、
警
察
署
な
ど
の
調
査

に
基
づ
い
て
、
当
日
の
警
護
、
警
備
体

制
、
行
動
の
実
態
、
反
省
点
を
、
警
備

上
、国
益
上
限
界
が
あ
る
も
の
の
、「
可

能
な
限
り
」
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
す

べ
き
で
あ
る
。

　
安
倍
氏
は
、
首
相
在
任
期
間
８
年
８

か
月
と
い
う
憲
政
史
上
最
長
の
指
導
力

を
発
揮
し
、
第
二
次
安
倍
政
権
で
は
６

回
の
国
政
選
挙
に
勝
利
し
た
、
稀
有
な

政
治
家
で
あ
る
。

　
首
相
在
任
期
間
中
に
は
、
教
育
基
本

法
の
改
正
、
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
法

成
立
、
防
衛
庁
の
省
昇
格
、
特
定
機
密

保
護
法
の
成
立
、
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
「
国

家
安
全
保
障
会
議
」
設
置
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
、
平
和
安

全
法
制
の
成
立
、
外
交
的
に
は
、
日
米

関
係
の
信
頼
醸
成
、「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」
提
案
、
日
米

不
安
に
対
し
て
、
現
実
的
な
対
応
を
政

権
与
党
に
求
め
る
期
待
と
野
党
の
弱
体

化
が
あ
っ
た
。
野
党
第
一
党
の
立
憲
民

主
党
に
は
、
野
党
を
ま
と
め
る
力
が
な

く
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
す
る
現
実
的
な

対
案
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
対
す
る
失
望
感
が
国
民
の
中
に
広

が
っ
て
い
た
。
選
挙
戦
で
も
、
32
の
一

人
選
挙
区
で
11
区
で
し
か
野
党
一
本
化

が
ま
と
ま
ら
ず
、
結
果
的
に
は
、
与
党

対
野
党
で
28
勝
４
敗
だ
っ
た
。

　
自
民
党
も
票
が
伸
び
た
わ
け
で
は
な

い
。
自
民
党
に
対
す
る
不
満
は
、
立
民

に
票
が
い
か
ず
、
政
府
の
政
策
に
是
々

非
々
で
対
応
す
る
維
新
に
流
れ
、
立
民

は
６
議
席
を
失
い
、
維
新
は
６
議
席
増

や
し
た
。
比
例
区
で
は
、
維
新
へ
の
票

が
、
立
民
を
上
回
っ
て
、
維
新
が
野
党

第
一
党
に
な
っ
た
。
批
判
の
た
め
の
批

判
を
す
る
リ
ベ
ラ
ル
政
党
の
立
民
、
共

産
は
議
席
を
減
ら
し
、
社
民
は
か
ろ
う

じ
て
１
議
席
を
確
保
す
る
の
が
や
っ
と

だ
っ
た
。
自
民
党
の
政
策
を
批
判
し
、

政
策
と
政
治
の
在
り
方
の
対
案
を
打
ち

出
し
た
新
党
の
参
政
党
は
、
保
守
無
党

派
層
に
浸
透
し
て
比
例
で
約
１
７
６
万

を
得
票
、
１
議
席
を
獲
得
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
軍
事
侵
攻
で
、国
民
の
中
に
、

国
の
安
全
と
政
治
的
安
定
を
求
め
る
機

運
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
に
よ
る
台

湾
へ
の
内
部
工
作
あ
る
い
は
武
力
行
使

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
」（
米
国
軍

部
高
官
）。「
台
湾
の
有
事
は
日
本
の
有

事
」（
安
倍
晋
三
元
首
相
）と
言
わ
れ
る
。

危
機
が
迫
っ
た
場
合
、
国
民
は
国
の
安

定
と
生
活
の
安
全
を
志
向
す
る
。
国
民

は
「
聞
く
耳
を
持
つ
」「
岸
田
首
相
に

期
待
す
る
」
と
い
う
声
が
選
挙
の
出
口

調
査
で
約
７
割
に
上
っ
た
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
憲
法
改
正
、
防
衛

費
増
大
を
主
張
す
る
岸
田
政
権
に
と
っ

　
今
回
の
参
院
選
で
の
自
公
与
党
の
勝

利
は
、
事
前
に
予
想
さ
れ
て
い
た
。
結

果
は
「
予
想
以
上
」（
自
民
党
本
部
幹

部
）
だ
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
拡
大
す
る
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
民
の
将
来
に
対
す
る

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

都内で行われた「神武天皇復活式」＝2月11日

　
７
月
10
日
実
施
さ
れ
た
第
26
回
参
院
選
は
、
自
民
、
公
明
の
与
党
が
選
挙
区
選
、

比
例
選
と
も
に
議
席
を
伸
ば
し
て
75
議
席
を
確
保
、
改
選
過
半
数
（
63
議
席
）
を

大
き
く
超
え
て
大
勝
し
た
。
憲
法
改
正
に
前
向
き
な
自
民
、公
明
、日
本
維
新
の
会
、

国
民
民
主
党
の
「
改
憲
４
党
」
で
、
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
（
１

６
６
議
席
）
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党
は
、
政

府
の
物
価
対
策
や
経
済
政
策
を
批
判
し
、
与
党
の
過
半
数
阻
止
を
狙
っ
た
が
、
野

党
一
本
化
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
６
議
席
を
失
い
、
与
党
過
半
数
阻
止
は

で
き
な
か
っ
た
。
国
民
民
主
党
、
共
産
党
も
２
議
席
減
ら
し
た
一
方
、
関
西
に
基

盤
を
も
つ
日
本
維
新
の
会
は
12
議
席
に
６
議
席
か
ら
倍
増
し
た
。
こ
の
結
果
、
参

議
院
の
現
勢
力
は
、
定
員
２
４
８
議
席
に
対
し
て
与
党
が
１
４
６
議
席
、
野
党
が

１
０
２
議
席
。
投
票
率
は
、
52
・
05
％
で
、
前
回
２
０
１
９
年
参
院
選
の
48
・
80

％
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。

台湾有事に備えた憲法改正を早期実現せよ

安倍晋三元首相の遺影

要
人
に
対
す
る
警
護
、警
備
体
制
の
強
化
を

自由国民連合起願文の宣布
　自由国民連合は7月1日、2022年後半の精神復興と運
動の実現化にむけて、次のような16の漢字四文字によ
る「起願文」を宣布した。

岸田首相、安倍元首相の遺志継承を
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定
例
会
は
冒
頭
、
参
加
者
全
員
が
７

月
８
日
逝
去
さ
れ
た
安
倍
晋
三
元
首
相

に
対
し
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

　
戸
塚
氏
は
講
演
の
中
で
、
登
校
拒
否

の
子
供
た
ち
な
ど
を
戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク

ー
ル
の
教
育
方
針
で
立
ち
な
お
し
て
い

る
経
験
と
実
績
を
踏
ま
え
、
独
自
の
教

育
論
を
展
開
し
た
。「
現
在
の
教
育
は
、

学
校
の
先
生
や
親
が
、
自
由
や
権
利
の

定
義
を
知
ら
な
い
で
、
子
供
の
自
由
や

権
利
ば
か
り
を
主
張
し
て
、
子
供
を
甘

や
か
し
て
、
あ
ま
り
叱
る
こ
と
を
し
な

い
」「
褒
め
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
褒

能
と
は
生
き
る
こ
と
、
種
族
保
存
、
生

命
力
で
あ
る
。
ど
う
生
き
る
か
を
教
え

る
。
本
能
を
開
発
す
れ
ば
、
正
し
い
人

間
に
な
る
。
人
の
心
に
は
知
、
情
、
意

が
あ
る
が
、
意
思
を
強
く
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
正
し
い
こ
と
を
す
る
人

は
少
数
派
で
あ
る
。
正
し
い
こ
と
を
貫

く
に
は
、
勇
気
が
必
要
で
あ
り
、
本
当

の
大
和
魂
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
左
翼
や
マ
ス
コ
ミ
の
リ
ベ
ラ
ル
派
が

最
も
反
対
す
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
大

和
魂
を
復
活
さ
せ
よ
」

い
。み
ん
な
平
等
が
い
い
と
教
え
る
が
、

平
等
だ
と
進
歩
が
な
い
。
差
を
認
め
る

こ
と
か
ら
進
歩
が
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な

考
え
で
は
成
果
が
出
な
い
。
教
育
が
駄

目
に
な
る
と
、
日
本
が
滅
び
る
」

　

こ
の
現
実
に
対
し
て
同
氏
は
、「
日

本
に
は
、
科
学
的
な
素
晴
ら
し
い
精
神

論
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
和
魂
だ
」
と
強

調
。「
宇
宙
誕
生
以
来
、
時
間
、
空
間
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
『
和
』
を
も
っ
て
素
粒

子
、
物
質
、
星
座
、
生
物
、
動
物
、
人

間
と
進
歩
し
て
き
た
。
日
本
で
は
１
万

７
千
年
前
か
ら
の
縄
文
時
代
は
平
和
を

維
持
し
て
き
た
。『
和
』
の
精
神
が
あ

る
か
ら
だ
。
日
本
人
に
は
『
和
』
を
つ

く
る
能
力
が
あ
る
。『
和
』
の
精
神
こ

そ
大
和
魂
。
聖
徳
太
子
は
『
和
を
も
っ

て
貴
し
と
な
す
』
と
言
っ
た
が
、
現
在

で
は『
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
せ
』で
、

『
和
』
で
行
動
す
れ
ば
、
能
力
の
成
果

が
上
が
る
。『
和
』
を
つ
く
る
能
力
を

教
え
れ
ば
、
日
本
は
進
歩
す
る
」

　
最
後
に
、
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ

た
。「
人
間
の
本
能
は
善
で
あ
る
。
本

抗
し
て
は
な
ら
な

い
と
教
え
る
。
善

悪
の
定
義
が
で
き

な
い
リ
ベ
ラ
ル

は
、
自
分
に
と
っ

て
都
合
の
い
い
の

が
善
で
、
都
合
が

悪
い
の
が
悪
と
決

め
つ
け
る
。
自
分
の
考
え
と
違
う
相
手

を
非
難
す
る
が
、
自
分
の
間
違
い
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
。
批
判
の
た
め
の
批

判
を
す
る
の
が
リ
ベ
ラ
ル
。
代
案
は
な

め
る
だ
け
で
、
叱
ら
れ
た
こ
と
の
な
い

子
供
に
は
自
分
が
悪
い
と
い
う
罪
悪
感

が
な
い
か
ら
相
手
を
考
え
な
い
犯
罪
行

為
に
走
る
。
人
の
こ
と
を
考
え
る
社
会

性
が
身
に
つ
か
な
い
」「
リ
ベ
ラ
ル
な

マ
ス
コ
ミ
や
先
生
に
洗
脳
さ
れ
て
、
子

供
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
」
と
リ
ベ
ラ
ル

な
教
育
の
欠
点
を
指
摘
。「
教
育
に
は
、

子
供
の
今
が
か
わ
い
そ
う
と
甘
や
か
す

こ
と
よ
り
、
将
来
を
思
っ
て
叱
る
こ
と

が
大
切
。
子
供
は
叱
ら
れ
る
こ
と
で
、

罪
悪
感
、
反
省
す
る
気
持
ち
を
身
に
つ

け
る
。
罪
の
意
識
を
持
て
ば
、
悪
い
こ

と
は
で
き
な
い
。
社
会
性
が
身

に
つ
く
。
今
つ
ら
い
の
は
、
将

来
の
為
に
な
る
。
仏
教
の
教
え

に
も
『
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
』
が

あ
る
」
と
語
り
、
教
育
に
お
い

て
叱
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

　
同
氏
は
ま
た
、
教
育
界
、
マ

ス
コ
ミ
界
に
浸
透
し
て
い
る

左
翼
思
想
、
リ
ベ
ラ
ル
思
想
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し

た
。

　
「
左
翼
は
、
上
に
立
つ
者
、

権
力
を
支
配
者
と
考
え
、
こ
れ

に
反
抗
す
る
の
が
正
し
い
と

教
え
る
が
、
左
翼
の
考
え
に
反

　
一
般
社
団
法
人
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
は
７
月
15
日
、
都
内
の
日
本
橋
公

会
堂
で
、
戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
校
長
の
戸
塚
宏
氏
に
よ
る
「
教
育
荒
廃
の
本
質
」

と
題
す
る
７
月
定
例
会
（
主
催
、
自
国
連
）
を
開
催
し
た
。
約
50
人
が
参
加
。
戸

塚
氏
は
「
リ
ベ
ラ
ル
の
思
想
が
日
本
の
教
育
を
ダ
メ
に
し
た
」
と
指
摘
、「
日
本
人

が
縄
文
時
代
か
ら
持
ち
続
け
て
き
た
『
和
』
の
心
、
大
和
魂
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

が
日
本
を
蘇
え
さ
せ
る
」
と
語
り
、「
和
」
を
つ
く
る
能
力
を
高
め
る
教
育
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

　
ま
ず
は
、こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

７
月
８
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
安
倍
晋
三

元
首
相
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
心
か

ら
の
感
謝
を
お
捧
げ
致
し
ま
す
。
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ

た
安
倍
元
首
相
の
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的

な
最
期
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
は
世
界
の

人
々
に
「
日
本
＝
安
倍
晋
三
」
と
い
う

名
前
が
深
く
刻
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
安
倍
元
首
相
に
つ
い
て
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
今
年
２
月
17
日
に
自
民

党
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ア

ッ
プ
さ
れ
た
「
突
撃
！
隣
の
議
員
会
館

　
ゲ
ス
ト
： 

安
倍
晋
三 

衆
議
院
議
員
」

と
い
う
動
画
で
す
。
安
倍
元
首
相
の
議

員
会
館
の
部
屋
を
紹
介
す
る
内
容
で
、

応
接
室
に
は
和
紙
に
焼
き
付
け
ら
れ
た

伊
勢
神
宮
の
大
き
な
３
枚
の
写
真
、
執

務
室
の
中
に
は
２
０
１
６
年
の
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
の
時
、
伊
勢
神
宮
の
正
宮
の
鳥

居
の
前
で
首
脳
達
と
並
ん
だ
絵
柄
の
絵

馬
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
絵
馬

を
見
な
が
ら
、
当
時
の
こ
と
を
語
ら
れ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
日
本
を
愛
さ
れ
た
安

倍
元
首
相
ら
し
い
話
し
で
し
た
。
こ
の

元
首
相
の
部
屋
か
ら
、
伊
勢
神
宮
へ
の

思
い
、
ご
皇
室
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
い
と
思
い
は

じ
め
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
２
０
１
６

年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
テ
レ
ビ
で

サ
ミ
ッ
ト
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
世
界

の
首
脳
達
も
集
う
伊
勢
神
宮
を
知
ら
な

い
の
は
、
日
本
人
と
し
て
申
し
訳
な
い

と
い
う
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
の
で

す
。

　
２
０
０
０
年
の
歴
史
を
有
し
、
日
本

人
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
称
さ
れ

る
伊
勢
神
宮
。
念
願
叶
っ
て
初
め
て
の

伊
勢
神
宮
参
拝
は
２
０
１
９
年
５
月
４

日
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
っ
て
４
日
目

で
し
た
。
神
宮
の
外
宮
の
門
の
前
に
初

め
て
立
っ
た
時
の
感
動
は
今
も
忘
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
日
は
抜
け

る
よ
う
な
青
空
で
沢
山
の
参
拝
者
が
い

ま
し
た
が
、
静
謐
で
凛
と
し
た
空
気
、

ま
さ
に
悠
久
の
時
を
超
え
た
異
次
元
の

世
界
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
年
20
年
と
21
年
は
11
月
23
日
の
新

嘗
祭
の
日
に
参
拝
し
ま
し
た
。
特
に
印

「
大
和
魂
を
復
活
さ
せ
よ
」

自
由
国
民
連
合 

７
月
定
例
会

講
演
す
る
戸
塚
宏
氏

象
的
な
こ
と
は
、
三
回
の
参
拝
の
日
が

い
ず
れ
も
本
当
に
美
し
い
青
空
だ
っ
た

こ
と
で
す
。

　
今
回
は
20
年
11
月
23
日
の
伊
勢
神
宮

参
拝
の
際
、
特
に
思
い
出
深
い
斎
王
宮

跡
地
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
。
神
社
参
拝
を
す
る
時
は
、
参
拝
す

る
神
社
の
歴
史
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
二

度
目
の
伊
勢
神
宮
参
拝
を
前
に
様
々
調

べ
て
い
た
ら
、
昔
「
斎
王
」
と
言
う
制

度
が
あ
り
、
宇
治
山
田
駅
か
ら
電
車
で

20
分
弱
の
所
に
あ
る
斎
宮
駅
に
は
広
大

な
斎
宮
跡
地
と
斎
宮
歴
史
博
物
館
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

神
宮
の
外
宮
と
内
宮
を
参
拝
し
た

後
、
斎
宮
駅
に
着
い
た
の
で
す
が
、
駅

の
前
に
東
西
２
キ
ロ
、
南
北
７
０
０
メ

ー
ト
ル
の
広
大
な
斎
宮
跡
地
が
広
が
っ

て
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。斎
宮（
さ

い
く
う
・
い
つ
き
の
み
や
）
と
は
、
天

皇
に
代
わ
り
、
伊
勢
神
宮
の
天
照
大
神

に
仕
え
る
斎
王
の
住
ま
う
所
で
す
。

　
歴
史
博
物
館
の
資
料
に
よ
る
と
、
斎

王
制
度
の
概
要
は
平
安
時
代
に
編
纂
さ

れ
た
法
令
集
『
延
喜
式
』
に
よ
り
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
斎

王
は
、
天
皇
が
即
位
す
る
と
未
婚
の
内

親
王（
皇
女
ま
た
は
女
王
）の
中
か
ら
、

卜
定
（
ぼ
く
じ
ょ
う
）
と
呼
ば
れ
る
占

い
の
儀
式
で
選
ば
れ
た
。

　
斎
宮
は
、
碁
盤
の
目
状
に
道
路
が
走

り
、
木
々
が
植
え
ら
れ
、
伊
勢
神
宮
の

社
殿
と
同
じ
く
清
楚
な
建
物
が
１
０
０

棟
以
上
も
建
ち
並
ぶ
整
然
と
し
た
都
市

で
、
そ
こ
に
は
斎
宮
寮
を
運
営
す
る
官

人
や
斎
王
に
仕
え
る
女
官
、
雑
用
係
な

ど
あ
わ
せ
て
５
０
０
人
以
上
も
の
人
々

が
起
居
し
て
い
た
。
斎
宮
で
は
、
斎
王

自
身
が
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
寮
の
官
人
お
よ
び
寮
内
各
所
が
常

に
清
浄
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
都

に
準
じ
た
様
々
な
祭
り
や
年
中
行
事
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

斎
王
が
そ
の
任
を
解
か
れ
る
の
は
、

天
皇
の
譲
位
・
崩
御
、
斎
王
の
病
、
肉

親
の
不
幸
な
ど
の
場
合
に
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
天
皇
一
代
に
斎
王
一

人
が
原
則
で
し
た
。
制
度
上
最
初
の
斎

王
は
、
第
40
代
天
武
天
皇
（
在
位
６
７

０
年
～
６
８
６
年
）
の
娘
・
大
来
皇
女

（
お
お
く
の
こ
う
じ
ょ
）
で
、
こ
の
制

度
は
、
制
度
が
廃
絶
す
る
第
96
代
後
醍

醐
天
皇
の
時
代
（
在
位
１
３
１
８
年
～

１
３
３
９
年
）
ま
で
約
６
６
０
年
間
続

き
、
そ
の
間
60
人
余
り
の
斎
王
の
名
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
が
訪
ね
た
日
は
、
博
物
館
で
は
跡

地
発
掘
か
ら
50
周
年
の
特
別
展
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
終
日
で
し
た
。

２
０
１
６
年
に
当
時
の
天
皇
皇
后
両
陛

下
も
ご
覧
に
な
っ
た
様
々
な
展
示
品
や

ジ
オ
ラ
マ
を
見
た
後
、
広
大
な
跡
地
の

一
角
に
あ
る
「
斎
王
宮
址
」
を
目
指
し

て
歩
き
な
が
ら
、
６
６
０
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
斎
王
を
務
め
た
歴
代
の
女
性

達
と
、
そ
の
斎
王
を
支
え
た
名
前
も
知

れ
な
い
多
く
の
人
々
に
つ
い
て
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

　
史
跡「
斎
王
宮
址
」の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

そ
の
昔
お
そ
ら
く
は
宮
殿
が
あ
っ
た
場

所
で
、
結
婚
す
る
こ
と
な
く
神
様
に
仕

え
、
祈
り
続
け
た
多
く
の
女
性
達
の
御

霊
の
安
か
ら
ん
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　
切
な
い
思
い
を
残
し
つ
つ
史
跡
を
後

に
し
て
夕
暮
れ
の
駅
ま
で
の
道
を
歩
き

始
め
た
時
、
突
然
私
の
両
目
に
激
痛
が

走
り
ま
し
た
。
そ
し
て
両
目
か
ら
滂
沱

の
涙
が
流
れ
始
め
た
の
で
す
。
激
し
い

痛
み
と
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
、
止
め

る
こ
と
も
出
来
ず
駅
ま
で
の
一
本
道
を

泣
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
目
の
痛
み
に
耐
え
て
流
れ

る
涙
を
拭
き
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ

の
地
で
結
婚
を
す
る
事
な
く
、
身
を
清

く
保
ち
な
が
ら
神
に
仕
え
た
多
く
の
女

性
た
ち
の
流
し
た
悲
し
み
の
涙
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
更
に
切
な
い
思
い

に
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
調
べ
な
け
れ
ば

知
る
事
の
無
か
っ
た
斎
王
と
斎
宮
と
い

う
日
本
の
国
の
形
が
整
い
始
め
た
頃
の

歴
史
が
伊
勢
の
地
に
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
国
を
、ご
皇
室
を
、そ
し
て
伊

勢
の
地
を
深
く
愛
さ
れ
た
安
倍
元
首

相
が
亡
く
な
ら
れ
た
今
、「
美
し
い
国
」

日
本
を
創
る
為
に
私
自
身
が
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
、
今
年
も
新
嘗
祭
の
日
に

伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
、そ
し
て
ま
た「
斎

王
宮
址
」
を
訪
ね
よ
う
と
思
い
ま
す
。

戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
校
長　

戸
塚 

宏
氏

心
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て 

私
の
神
社
巡
り

西
ゆ
か
り
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

日
本
人
の「
心
の
ふ
る
さ
と
」伊
勢
神
宮

天
皇
に
代
わ
り
天
照
大
神
に
仕
え
た
斎
王

斎
王
宮
址


